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・環境教育や農業技術・生産
技術指導、広報に関する協力
を実施。（ＣＳＲ活動の一環）

・工場建設予定地の提供（農地の
一部も組合員の間で平等に分割）

ＯＤＡ

（官民連携草の根無償資金協力）

※ 供与限度額：77,218米ドル

パラー州バルカレナ市郊外の農村地帯
に居住する地域住民

援助対象

・キャッサバ粉工場の新規増設
（株）が４９％出資）

・ 同市郊外における零細農家の主な収入源はキャッサバ芋の栽培。

・ 零細農家におけるキャッサバ粉生産は生産性が低く、一人あたりの収入は最低賃金以下。

・ アルブラス社は同農村地帯の貧困住民や農業組合など６００家族、約３，０００人に対して技術
指導を行い、収入増加、雇用創出、生活向上などの地域開発に貢献してきた。

【背景】

サン・ジョゼ・グアジャラウナ
総合住民組合

被供与団体

キャッサバ粉生産に携わる組合員３０家族（約１５０人）の収入増加。
キャッサバを供給する３つの住民組合、合計２００家族（約１，０００人）にも裨益。

・キャッサバ粉工場の新規増設
（キャッサバ粉生産に必要な機器
調達して生産性を向上させるため）

本件実施による高い広報効果。

【効果】


